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44)  松下 功，伊藤芳章，元村 拓，今西理恵子，木村友厚．術中テンサーを用いた梨状筋の有無による股関節安定性
の解析．第 87 回日本整形外科学会学術総会；2014 May 22-25；神戸． 
45)  松下 功，下条竜一，元村 拓，木村友厚．リウマチ手術のピットフォール－下肢（股関節・膝関節）ついて－．
第 87 回日本整形外科学会学術総会；2014 May 22-25；神戸． 
46)  松下 功，元村 拓，木村友厚．整形外科における関節リウマチの保存的治療－関節破壊阻止と ADL の維持を目指
したトータルマネジメント－．第 87 回日本整形外科学会学術総会；2014 May 22-25；神戸． 
47)  川口善治，中野正人，安田剛敏，関 庄二，木村友厚．脊椎靭帯骨化症患者における全脊椎骨化巣の評価．第 87 回
日本整形外科学会学術総会；2014 May 22-25；神戸． 
48)  長田龍介，頭川峰志，木村友厚．手根管症候群の手術前後における正中神経のエコー所見．第 87 回日本整形外科学
会学術総会；2014 May 22-25；神戸． 
49)  安田剛敏，川口善治，中野正人，関 庄二，堀 岳史，鈴木賀代，金森昌彦，木村友厚．骨粗鬆症性椎体偽関節後
の神経麻痺に対する後方アプローチによる手術成績－３年以上の経過観察－．第 87 回日本整形外科学会学術総会；
2014 May 22-25；神戸． 
50)  関 庄二，川口善治，中野正人，安田剛敏，峯 隼人，牧野紘士，木村友厚．特発性側弯症患者に対する DVR の意
義について－術中 CT による椎体回旋改善度の測定から－．第 87 回日本整形外科学会学術総会；2014 May 22-25；
神戸． 
51)  頭川峰志，長田龍介，木村友厚，大西慎太郎，本江充昭，古泉智文，藤田雄介，今田光一，吉悠梄輔．橈骨遠位端
骨折に対する掌側プレート固定後の長母指伸筋腱断裂の検討－スクリュー以外の要因によるものとその対策－．第
87 回日本整形外科学会学術総会；2014 May 22-25；神戸． 
52)  今西理恵子，松下 功，木村友厚．日本整形外科学会股関節疾患評価質問票（JHEQ）を用いた人工股関節置換術後
早期の患者評価について．第 51 回日本リハビリテーション医学会学術集会；2014 Jun 5-7；名古屋． 
53)  松下 功，元村 拓，伊藤芳章，木村友厚．梨状筋は股関節の安定性に寄与しているか？．第 43 回北陸リウマチ・
関節研究会；2014 Jul 13；金沢． 
54)  金森昌彦，宮原龍郎，安田剛敏，堀 岳史，鈴木賀代，木村友厚．培養ヒト骨肉腫細胞に対するアカメガシワ（Mallotus 
japonicus）成分の抗腫瘍効果について．第 47 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会；2014 Jul 17-18；大阪 
55)  安田剛敏，川口善治，中野正人，関 庄二，堀 岳史，鈴木賀代，渡邉健太，金森昌彦，木村友厚．転移性胸椎腫
瘍の術前神経機能に影響を与える因子の検討．第 47 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会；2014 Jul 17-18；大
阪． 
56)  安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太，堀 岳史，金森昌彦，木村友厚．四肢発生の脂肪系腫瘍における染色分析の有用
性の検討．第 47 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会；2014 Jul 17-18；大阪． 
57)  鈴木賀代，安田剛敏，渡邉健太，堀 岳史，金森昌彦，木村友厚．進行性軟部肉腫に対するパゾパニブの治療効果
と有害事象．第 47 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会；2014 Jul 17-18；大阪． 
58)  鈴木賀代，安田剛敏，堀 岳史，渡邉健太，金森昌彦，木村友厚．腰椎に発生した骨原発悪性抹消神経鞘腫の１例．
第 47 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会；2014 Jul 17-18；大阪． 
59)  渡邉健太*，安田剛敏，鈴木賀代，堀 岳史，金森昌彦，木村友厚．胸骨骨腫瘍に対して温熱処理骨を用いた再建を
行った 2 例．第 47 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会；2014 Jul 17-18；大阪． 
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60)  渡邉健太*，安田剛敏，鈴木賀代，堀 岳史，金森昌彦，木村友厚．四肢発生の骨巨細胞腫の局所再発に関与する臨
床所見の特徴．第 47 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会；2014 Jul 17-18；大阪． 
61)  二川隼人，安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太，堀 岳史，金森昌彦，木村友厚．大腿骨遠位部軟骨肉腫に対する膝関
節包外切除を施行した１例．第 47 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会；2014 Jul 17-18；大阪． 
62)  大西慎太郎，鈴木賀代，安田剛敏，渡邉健太，堀 岳史，金森昌彦，木村友厚．下垂足を呈した膀胱癌の梨状筋転
移および埜骨神経浸潤の１例．第 47 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会；2014 Jul 17-18；大阪． 
63)  杉森一仁，下条竜一，野上真紀子，峯隼人，二川隼人，木村友厚．陳旧性肩関節前方脱臼の 1 例．第 11 回信越肩関
節フォーラム；2014 Jul 19；上越． 
64)  下条竜一，峯 隼人，野上真紀子，元村 拓，杉森一仁，木村友厚．CR 型および PS 型 TKA における術後屈曲位
での外側弛緩性と屈曲角度．第 6 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会；2014 Jul 24-26；広島． 
65)  杉森一仁，下条竜一，野上真紀子，木村友厚．肩関節鏡視下腱板修復術における関節周囲カクテル注射の術後除痛
効果．第 6 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会；2014 Jul 24-26；広島． 
66)  牧野紘士，関 庄二，川口善治，白石啓太郎，木村友厚．精神疾患を有する患者のハングマン骨折に対する経皮的
スクリュー固定術の経験．第 3 回 JASA；2014 Aug 2；名古屋． 
67)  元村 拓，松下 功，木村友厚．滑膜病理所見からみた関節エコーの意義と問題点．第 26 回中部リウマチ学会；2014 
Aug 29-30；新潟． 
68)  松下 功，元村 拓，下条竜一，杉森一仁，木村友厚．RA における人工膝関節置換術後感染の治療経験．第 43 回
リウマチの外科研究会；2014 Aug 30-31；大阪． 
69)  松下 功．関節リウマチにおける骨関節破壊と治療戦略．第 48 回九州リウマチ学会；2014 Sep 6-7；久留米． 
70)  廣川達郎，松下 功，元村 拓，木村友厚．両足関節破壊をきたした分類不能関節炎の１例．第 197 回北陸整形外
科集談会；2014 Sep 7；富山． 
71)  川口善治，中野正人，安田剛敏，関 庄二，牧野紘士，木村友厚．脊椎靭帯 骨化症患者における全脊椎骨化巣の
評価．第 123 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2014 Oct 3-4；名古屋． 
72)  川口善治，中野正人，安田剛敏，関 庄二，牧野紘士，木村友厚．胸椎黄色靭帯骨化巣の手術成績に与える因子に
関する検討．第 123 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2014 Oct 3-4；名古屋． 
73)  杉森一仁，下条竜一，野上真紀子，木村友厚．骨孔法を用いた鏡視下腱板修復術の短期臨床成績．第 123 回中部日
本整形外科災害外科学会・学術集会；2014 Oct 3-4；名古屋． 
74)  関 庄二，川口善治，中野正人，安田剛敏，平野典和，木村友厚．成人脊柱変形に対する術前後テリパラチド投与
の有用性について．第 123 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2014 Oct 3-4；名古屋． 
75)  元村 拓，松下 功，木村友厚．疾患活動性を厳密にコントロールした関節リウマチ患者に対する関節温存前足部
形成術．第 123 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会；2014 Oct 3-4；名古屋． 
76)  頭川峰志，長田龍介，木村友厚．STT 関節症による長母指屈筋腱皮下断裂の１例．第 123 回中部日本整形外科災害
外科学会・学術集会；2014 Oct 3-4；名古屋． 
77)  牧野紘士，川口善治，関 庄二，安田剛敏，鈴木賀代，木村友厚．椎間板変性と妊娠の関連－MRI を用いた前向き
コホート研究－．第 22 回日本腰痛学会；2014 Oct 31-Nov 1；東京． 
78)  小林賢司，関 庄二，川口善治，牧野紘士，廣川達郎，木村友厚．腰椎破裂骨折に対して一期的 VCR（vertebral column 
resection）を施行した１例．第 198 回北陸整形外科集談会；2014 Nov 23；福井． 
79)  松下 功，元村 拓，木村友厚．RA 股関節障害に対する手術のタイミングと short taper wedge 型ステムの使用経験．
第 29 回日本臨床リウマチ学会；2014 Nov 29-30；福岡． 
80)  長田龍介，頭川峰志．長期透析による閉塞性動脈硬化症を生じた動脈をレシピエントとして皮弁手術を行った１例．
第 41 回日本マイクロサージャリー学会学術集会；2014 Dec 4-5；京都． 
81)  安田剛敏，川口善治，関 庄二，鈴木賀代，渡邉健太，牧野紘士，木村友厚，平野典和．DISH に合併した腰椎変性
疾患に対する手術成績と問題点．第 25 回北陸脊椎脊髄外科研究会；2014 Dec 6；福井． 
82)  関 庄二，川口善治，牧野紘士，木村友厚，伊藤芳章，徳永綾乃，二川隼人，平野典和．腰椎変性側弯症に対する
OLIF の経験．第 25 回北陸脊椎脊髄外科研究会；2014 Dec 6；福井． 
83)  小林賢司，関 庄二，川口善治，牧野紘士，廣川達郎，木村友厚．腰椎破裂骨折に対して一期的 VCR（vertebral column 
resection）を施行した１例．第 25 回北陸脊椎脊髄外科研究会；2014 Dec 6；福井． 
84)  山田 圭，小林 祥，田所伸朗，和田簡一郎，村本明生，岩崎 博，寒竹 司，関 庄二，平尾雄二郎，溝田敦子，
安藤宗治，太田 亮，松山幸弘．側彎症手術における脊髄モニタリングのアラームポイントの検討－ 日本脊椎脊
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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髄病学会 脊髄モニタリング委員会多施設研究の結果から－．第 43 回日本臨床神経生理学会；2013 Nov 7-9；高知．
（2013 年未掲載分） 
 
 
◆ その他 
1)  Kawaguchi Y. C1-C2 FIXATION OPTIONS. Case discussion. 27 th ASSICON (Association of Spine Surgeons in India) 
meeting; 2014 Jan 23-26; Kolkata, India. 
2)  Kawaguchi Y. Recent topics in OPLL (ossification of the posterior longitudinal ligament). 27 th ASSICON (Association of 
Spine Surgeons in India) meeting; 2014 Jan 23-26; Kolkata, India. 
3)  Kawaguchi Y. Short segment OPLL, When to go posterior. 27 th ASSICON (Association of Spine Surgeons in India) meeting; 
2014 Jan 23-26; Kolkata, India. 
4)  Kawaguchi Y. Surgery for Degenerative Cervical Kyphosis - When and How. 27 th ASSICON (Association of Spine Surgeons 
in India) meeting; 2014 Jan 23-26; Kolkata, India. 
5)  Kawaguchi Y. Thoracolumbar fractures in the osteoporotic patient with neurological deficits .27 th ASSICON (Association of 
Spine Surgeons in India) meeting; 2014 Jan 23-26; Kolkata, India. 
6)  Yoshiharu Kawaguchi, V Rajasekhar CRANIO-VERTEBRAL JUNCTION. Chairman.27 th ASSICON (Association of Spine 
Surgeons in India) meeting; 2014 Jan 23-26; Kolkata, India. 
7)  Kawaguchi Y. Pathology of the lumbar disc, presenterCervical anterior interbody fusion, workshop Osteoporotic vertebral 
fracture, moderator Osteoporotic vertebral fracture, Vertebroplasty & Kyphoplasty, presenter. AOSpine Advanced course in 
Yokohama; 2014 Sep 18-20; California. 
8)  Kawaguchi Y. AOSpine Master Courses Faculty; 2014 Dec 15-18; Davos, Switzerland. 
9)  Kawaguchi Y. Case: Axial low back pain, case presentation; 2014 Dec 15; Davos, Switzerland. 
10)  Kawaguchi Y. Case: Spondylotic cervical; radiculopathy, Summary of findings & take home message; 2014 Dec 16; Davos, 
Switzerland.  
11)  Kawaguchi Y. Case: Spondylotic cervical myelopathy, moderator; 2014 Dec 16; Davos, Switzerland..  
12)  Kawaguchi Y. Case: Ossification of the posterior longitudinal ligament, Expert opinion and lecture; 2014 Dec 16; Davos, 
Switzerland.  
13)  Kawaguchi Y. Case: Axial low back pain, case presentation; 2014 Dec 17; Davos, Switzerland.  
14)  Kawaguchi Y. Case: Spondylotic cervical radiculopathy, Summary of findings & take home message; 2014 Dec 18; Davos, 
Switzerland. 
15)  Kawaguchi Y. Case: Spondylotic cervical myelopathy, moderator; 2014 Dec 18; Davos, Switzerland. 
16)  Kawaguchi Y. Case: Ossification of the posterior longitudinal ligament, Expert opinion and lecture; 2014 Dec 18; Davos, 
Switzerland.   
17)  Kawaguchi Y. International society for the study of the lumbar spine, program committiee member. 
18)  木村友厚. 関節リウマチの治療戦略 －治療薬のベストユースと関節破壊制御－. 山梨県整形外科医会教育研修
会；2014 Jan 10；山梨. 
19)  木村友厚. バイオと分子標的時代の関節リウマチ治療－関節破壊はどこまで防げるか－. 三重リウマチセミナー；
2014 Mar 2；三重. 
20)  木村友厚．分子標的時代の関節リウマチ診療－関節破壊はどこまで防げるか－．第 96 回整形外科金剛会；2014 May 
17；堺． 
21)  木村友厚：リウマチ治療の現在（いま）－関節を大切に、そして手術のタイミング－．公益社団法人日本リウマチ
友の会富山支部第 16 回大会；2014 Jun 29；富山． 
22)  木村友厚. 整形外科医の最新リウマチ薬物治療 －どこまでするか・どこまでできるか－. 第 5回豊中箕面整形外科
病診セミナー；2014 Jul 19；豊中. 
23)  木村友厚．生物学的製剤時代の外科療法．平成 26 年度東海・北陸地区リウマチの治療とケア研修会；2014 Oct 19；
金沢． 
24)  木村友厚，川口善治，柴田政彦．運動器慢性疼痛診療をめぐって 座談会．OrthoCommunity．2014；51：2-6． 
25)  松下 功．アバタセプトの臨床成績と関節破壊抑制効果．第 4 回 Orencia Expert Meeting；2014 Jan 16；名古屋． 
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26)  松下 功．RA 荷重関節破壊阻止を目指した TNF 阻害療法．第 4 回東播リウマチ診療連携研究会；2014 Jan 30；加
古川． 
27)  松下 功．RA 診療における関節エコーの有用性と実際．関節エコーセミナーin 京都；2014 Feb 1；京都． 
28)  松下 功．荷重関節破壊阻止から見た TNF 阻害薬のポテンシャル．第 11 回 Kyoto Orthopaedic Seminar；2014 Feb 4；
京都． 
29)  松下 功．関節リウマチ診療における画像検査とリハビリ介入の重要性．第 62 回埼玉リウマチ研究会；2014 Feb 7；
さいたま． 
30)  松下 功．関節リウマチの診療－診断から治療まで－．ヤンセン RA 研究会；2014 Feb 12；富山． 
31)  松下 功．荷重関節破壊阻止からみた TNF 阻害療法．第 11 回藤沢リウマチネットワーク講演会；2014 Feb 28；藤
沢． 
32)  松下 功．RA 診療における関節超音波検査の有用性とその実際．JCR 中部支部関節超音波検査初心者向け講習会；
2014 Mar 15；名古屋． 
33)  松下 功．RA における大関節破壊と関節破壊阻止からみた TNF 阻害薬のポテンシャル．第 18 回大阪 RA フォーラ
ム；2014 Mar 20；大阪． 
34)  松下 功．関節リウマチにおける Treat to Target (T2T)．宮崎地区 GOAL 研究会；2014 Apr 4；宮崎． 
35)  松下 功．関節リウマチに対するオレンシアの臨床成績．病診連携学術講演会；2014 May 20；富山． 
36)  松下 功．アバタセプトの骨破壊抑制効果．アバタセプト座談会；2014 May 28；東京． 
37)  松下 功．荷重関節破壊阻止を目指した TNF 阻害療法．第 11 回奈良県リウマチ研究会；2014 May 31；奈良． 
38)  松下 功．生物学的製剤時代の手術療法とリハビリ介入．RA Summit for Orthopedists；2014 Jun 1；東京． 
39)  松下 功．関節超音波検査デモンストレーション．Academy of Imaging；2014 Jun 21-22；東京． 
40)  松下 功．関節リウマチ治療におけるアバタセプトのポテンシャルとその特徴．リウマチ治療セミナーin 津；2014 Jul 
4；津． 
41)  松下 功．RA 診療における画像検査－早期診断と tight control における有用性－．第 15 回生物学的製剤を考える
会；2014 Jul 8；福山． 
42)  松下 功．ARASHI scoring system を用いた RA 大関節の評価－TNF 阻害薬の大関節破壊抑制効果と限界－．東京リ
ウマチフォーラム 2014；2014 Jul 11；東京． 
43)  松下 功．股関節の安定性における梨状筋の重要性．Stryker Communication Lounge；2014 Jul 12；富山． 
44)  松下 功．最新のリウマチ治療－薬物治療・手術治療・リハビリについて－．第 23 回長野日赤病院リウマチ教室；
2014 Aug 1；長野． 
45)  松下 功．ゼルヤンツ適正使用を進めるために パネルディスカッション．北陸ゼルヤンツ講演会；2014 Aug 2；金
沢． 
46)  松下 功．関節リウマチ治療におけるメディカルスタッフの院内連携．第 4 回札幌リウマチケアミーティング；2014 
Aug 8；札幌． 
47)  松下 功．内科医から整形外科医へのコンサルトのタイミングを考える 股・膝 セッション 1．第 4 回 Rheumadvance；
2014 Aug 9；大阪． 
48)  松下 功．RA 治療におけるアバタセプトの有効性とその特徴．オレンシア学術講演会；2014 Aug 29；熊本． 
49)  松下 功．アバタセプトの特徴からみた関節リウマチ治療における Best use．第 4 回美濃加茂関節リウマチセミナ ；ー 
2014 Sep 11；岐阜． 
50)  松下 功．RA タイトコントロール時代のエンブレルの位置付けとメディカルスタッフ連携 パネルディスカッショ
ン．RA Expert Meeting in Toyama 2014；2014 Sep 13；富山． 
51)  松下 功．荷重関節破壊阻止を目指した TNF 阻害療法．第 8 回呉リウマチ地域連携ネットワーク講演会；2014 Sep 
24；呉． 
52)  松下 功．実臨床から見たアバタセプトの有効性と関節破壊抑制効果．関節リウマチセミナー；2014 Sep 30；四日
市． 
53)  松下 功．実 TNF 阻害薬は RA の荷重関節破壊を阻止できるのか？．第 33 回川口市医師会整形外科部会学術講演
会；2014 Oct 2；川口． 
54)  松下 功．RA に対するタクロリムスの有効性と骨破壊抑制効果－タクロリムスの立ち位置はどこか？－．第 26 回
千葉県リウマチ科医会学術講演会；2014 Oct 18；千葉． 
55)  松下 功．関節リウマチ治療におけるアバタセプトの特徴と Best use．オレンシアセミナーin 函館；2014 Oct 22；
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函館． 
56)  松下 功．RA 治療におけるアバタセプトの臨床成績と関節破壊抑制効果．オレンシアセミナーin 山口；2014 Oct 
29；山口． 
57)  松下 功．生物学的製剤時代の RA 手術療法．平成 26 年度中国・四国地区リウマチ教育研修会；2014 Nov 13；上田． 
58)  松下 功．RA 治療におけるアバタセプトの特徴と Best use．東信関節リウマチバイオセミナ ；ー2014 Nov 24；徳島． 
59)  松下 功．関節リウマチ治療におけるアバタセプトの有効性と関節破壊抑制効果．第 2 回伊勢地区リウマチ勉強会； 
2014 Dec 11；伊勢． 
60)  松下 功．ARASHI scoring system を用いた RA 大関節の評価－TNF 阻害薬の大関節破壊抑制効果と限界－．東京リ
ウマチフォーラム 2014；2014 Dec 12；東京． 
61)  松下 功．平成 26 年日本リウマチ学会専門医試験作成．2014． 
62)  川口善治．腰痛治療における診療ガイドライン．第 38 回ひむか運動器セミナー；2014 Feb 12；宮崎． 
63)  川口善治．高齢者に対する腰痛診療の実際．Pain Management Forum for Spine inKitakyushu；2014 Feb 28；北九州． 
64)  川口善治．骨粗鬆症性椎体骨折病態と治療方針．第 2 回骨粗鬆症性椎体骨折を考える会；2014 Jan 31；広島． 
65)  川口善治．腰痛に対するオピオイド鎮痛剤の位置づけ．城南 District Pain Seminar；2014 Mar 12；東京． 
66)  川口善治．腰痛診療ガイドライン作成の内輪話とその使い方．第 87 回日本整形外科学会学術総会イブニングセミナ
ー；2014 May 22-25；神戸． 
67)  川口善治．腰痛に対するトラムセット配合錠の位置づけ．Tramcet® WEB Conference；2014 Jun 11；WEB 会場． 
68)  川口善治．腰痛に対するオピオイド鎮痛剤の位置づけ．整形疾患セミナー；2014 Aug 21；島根． 
69)  川口善治．脊椎疾患における疼痛とその対応．第 4 回脊椎の痛みを学ぶ会 in 九州；2014 Aug 23；福岡． 
70)  川口善治．忍び寄るロコモティブ症候群への対応－腰・膝のためのいきいき講座－．第 36 回富山県農村の健康会議；
2014 Aug 26；富山． 
71)  川口善治．整形外科医によるアンチエイジング．富山県整形外科研究会；2014 Sep 24；富山． 
72)  川口善治．腰痛ガイドラインからみた腰痛治療の新戦略～腰椎疾患による痛みと炎症の関わり～．上越腰痛症フォ
ーラム；2014 Oct 16；上越． 
73)  川口善治．腰痛に対するオピオイド鎮痛剤の位置づけ．富山慢性疼痛治療講演会；2014 Oct 21；富山． 
74)  川口善治．腰痛に対するオピオイド鎮痛剤の位置づけ．Pain Forum in Sakata2014；2014 Nov 20；山形． 
75)  川口善治．腰痛に対するオピオイド鎮痛剤の位置づけ．東海 SPINE Meeting；2014 Nov 22；名古屋． 
76)  川口善治．忍び寄るロコモティブ症候群への対応－腰・膝のためのいきいき講座－．なのはな農協女性大学校；2014 
Dec 4；富山 
77)  川口善治．Journal of Spine Research(JSR)誌の方向性．巻頭言．2014；5-6． 
78)  川口善治．Journal of Spine Research 編集後記．2014；83． 
79)  川口善治，関 庄二，安田剛敏．椎体形成術後の椎体圧潰に対する VLIFTR－Non-step Expansion Cage－を用いた前
方再建術の経験．Stryker Infos Spine, Scientific information- Spine Surgery. Stryker Japan. 2014；7：40-1． 
80)  川口善治，下条竜一．手術と筋肉の変化－腰椎後方手術後の背筋変性とその予防－ 筋の痛みを考える Trend & Topics．
テーマ③．Practice of Pain Management．2014；5(1) 28-31． 
81)  川口善治．術後難治性疼痛患者への対応 講演症例紹介－痛み治療における私の教訓－①．Practice of Pain magazine. 
2014；5(2)：122-3． 
82)  川口善治．ASSICON2014, Kolkata/27th Annual Conference of Association of Spine Surgeons of India/Scoliosis Research 
Society World Wide Conference．整形外科．2014；65(5)：489-91． 
83)  川口善治，豊田宏光．知っておきたい今日の疼痛治療 腰痛編 患者説明資料．ヤンセンファーマ株式会社．2014． 
84)  川口善治．腰痛ガイドラインからみた腰痛治療の新戦略－腰椎疾患による痛みと炎症の関わり－．高崎医学．2014；
64：50-2． 
85)  川口善治．専門医試験をめざす症例問題トレーニング 脊椎・脊髄疾患．整形外科．2014；65；1292-6． 
86)  川口善治．椎間板変性における遺伝子解析．クリニシャン．2014；633(61)：1093-8． 
87)  川口善治，松本守雄，岩崎幹季，和泉智博，大川 淳，松永俊二，千葉一裕，辻 崇，山崎正志，藤森孝人，吉井
俊貴，戸山芳明．CT を用いた頸椎後縦靭帯骨化症における骨化巣の新分類に関する研究．厚生省特定疾患対策研究
事業「脊柱靭帯骨化症に関する調査研究班」．平成 26 年度報告書．2014． 
88)  川口善治．ファーマナビゲーター．COX-2 阻害薬編 改訂版．現在使用されている COX-2 阻害薬はどのようなもの
ですか？開発中の COX-2 阻害薬はありますか？．2013；384-7．（2013 年未掲載分）  
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89)  下条竜一．TKA 術後感染－当院における治療経験－．第 31 回立山セミナー；2014 Jul 5；富山． 
90)  下条竜一．あなたを悩ますひざの痛み－その予防と対処法－．第 20 回骨と健康を考えるシンポジウム；2014 Sep 6； 
富山． 
91)  下条竜一．TKA の更なる向上をめざして．TKA Basic Lerning Center Program；2014 Apr 18；神戸． 
92)  下条竜一．Evolution CR Medial Pivot Knee における軟部組織バランス．MicroPort Orthopaedics Japan Hip & Knee セミ
ナー；2014 Oct 4；福岡． 
93)  下条竜一．CR 型，PS 型 TKA 術後屈曲位での外側弛緩性と屈曲角度．第 2 回北陸 TKA 勉強会；2014 Oct 25；富山． 
94)  下条竜一．膝 OA 治療の常識のウソ・ホント－日整会ガイドラインに基づいて－．第 3 回 KTM の会；2014 Nov 22；
金沢． 
95)  杉森一仁．私の肩関節鏡手術への取り組み．第 5 回富山整形外科関節スポーツ研究会 TOSKAS；2014 Jun 6；富山． 
96)  杉森一仁．関節疾患（特に膝、肩）の疼痛対策について．ヤンセンファーマ株式会社社内セミナー；2014 Nov 13；
富山． 
97)  関 庄二．特発性側弯症に対する検診と治療の実際．H26 年度養護教諭部会講演会；2014 Feb 13；糸魚川． 
98)  関 庄二．特発性側弯症に対する検診と治療の実際．H26 年度 富山市医師会研修会；2014 Mar 13；富山． 
99)  関 庄二．特発性側弯症に対する検診と治療の実際．H26 年度 富山市医師会研修会；2014 Apr 21；富山． 
100) 関 庄二．骨粗鬆症と椎体骨折．H26 年度富山市医師会講演会；2014 Jul 28；富山． 
101) 関 庄二．特発性側弯症に対する検診と治療の重要性．H26 年富山県整形外科医会；2014 Oct 1；富山． 
102) 関 庄二．成人脊柱変形に対する術前後テリパラチド投与の有用性について．富山県脊椎学術セミナー；2014 Oct 
29；富山． 
103) 関 庄二．特発性側弯症の検診の重要性と治療の実際．高岡市医師会講演会；2014 Nov 5；高岡． 
104) 関 庄二．姿勢と健康について．H26 年度学校保健委員会；2014 Nov 26；富山． 
105) 元村 拓．関節リウマチに対するゴリムマブの臨床効果～多施設共同研究 FIT-RA の解析～．第 11 回富山サイトカ
インセミナー；2014 Mar 13；富山． 
106) 元村 拓．RA の関節破壊評価における Total ARASHI score の有用性．第 22 回富山抗サイトカイン療法研究会；2014 
Jun 25；富山． 
107) 元村 拓．関節リウマチにおけるアバタセプトの大関節破壊抑制効果．第 23 回富山抗サイトカイン療法研究会；2014 
Nov 21；富山． 
108) 頭川峰志．10 年目のカルテ．DOCTOR-ASE．日本医師会発行．2014；11：28-9． 
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